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学習内容の系統性を整理し，児童自身が数学的な見方・考え方で学びをつなぎ，

既習事項をつかって問題解決する授業づくりを展開することによって，確かな力

を身につけた児童を育成することができるであろう。 

心豊かで 確かな力を持ち たくましく生きる 子どもの育成 

確かな力の育成 

～数学的な見方・考え方を働かせて，学びをつなぐ授業の創造～ 

研究主題 

学校教育目標 

研究仮説 

気づく力  つかう力  挑戦する力 

本校で育成する資質・能力 

児童自身が数学的な見方・考え

方で学びをつなぎ，既習事項を

つかって問題解決する授業研究 
 

○教材研究にもとづき，本時でつかう既習事

項を明確にした授業 

○めざす児童の姿を具体的に設定・評価 

○数学的な見方・考え方のアイテムの活用 

 

系統性を 

意識した 

教材研究 

確かな力＝つかう力 

表現力 

基礎・基本の学力 

主体性 

課題に気づく 
解決方法を 

考える 

伝え合う 
新たな課題に 

挑戦する 


